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◆
葵
祭
り
の
日
、
立
命
館
大
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
訪
れ
た
。
２
階
奥
に
は「
無
言
館
」の
展
示
室
と

し
て
戦
没
画
学
生
の
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。地
階
が

常
設
展
示
で
、45
年
、日
本
敗
戦
で
解
放
さ
れ
た「
３

人
の
従
軍
慰
安
婦
」の
写
真
が
あ
る
。「
戦
時
の
性
暴

力
」
下
、
一
女
性
は
妊
婦
だ
。
子
は
ど
う
し
た
だ
ろ

う
か
。
ア
フ
ガ
ン
で
は
、
ド
イ
ツ
女
性
兵
士
が
捕
虜

に
性
的
暴
力
を
振
っ
た
。
男
女
問
わ
ず
、
軍
隊
機
構

そ
の
も
の
に
暴
力
性
が
あ
る
か
ら
だ
。	
（
有
馬
保
彦
）

◆
５
月
３
日
の
意
見
広
告
。
い
つ
も
載
っ
て
い
る
友

人
の
名
が
無
い
。
後
日
会
っ
た
ら
「
周
り
に
声
か
け

て
い
る
う
ち
に
自
分
の
を
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
の
よ
」
と
。

残
念
。
今
年
は
単
純
明
快
で
よ
か
っ
た
の
に
。
彼
女

と
よ
く
話
す
こ
と
。「
戦
争
を
知
ら
な
い
、
学
ば
な

い
人
が
政
治
や
っ
て
る
」「
し
か
も
総
理
を
」「
や
っ

と
回
復
し
築
き
上
げ
た
信
頼
を
一
瞬
に
崩
す
。
何
度

同
じ
こ
と
繰
り
返
す
の
よ
！
」
怒
り
は
収
ま
ら
な
い
。

　

池
袋
駅
頭
で
若
い
声
が
叫
ん
で
い
た
。「
他
国
の

脅
威
に
屈
す
る
な
！
」こ
れ
も
恐
ろ
し
い
。（
い
く
み
）

◆
憲
法
記
念
日
の
市
民
意
見
広
告
の
報
告
か
ら
、
参

院
選
挙
を
ひ
か
え
、
重
要
な
論
点
を
総
見
直
し
し
た

力
作
の
数
々
ま
で
、
充
実
の
本
号
と
な
り
ま
し
た
。

あ
と
は
読
者
の
皆
さ
ん
が
周
囲
の
方
々
に
勧
め
て
い

た
だ
く
ご
努
力
に
期
待
す
る
ば
か
り
で
す
。

（
高
橋
武
智
）

◆
校
正
す
る
皐
月
の
爽
や
か
な
夕
刻
、
オ
リ
オ
ン
座

と
も
し
ば
ら
く
お
別
れ
。
こ
の
地
上
界
で
は
、
理

性
の
溶
融
崩
壊
―
そ
ん
な
事
態
を
思
わ
せ
る
安
倍
、

麻
生
、
橋
下
、
西
村
、
石
原
ｅ
ｔ
ｃ
の
《
コ
ト
バ
》。

そ
し
て
、
劣
情
に
喝
采
す
る
世
情
の
一
角
。
が
し
か

し
、権
力
（
多
数
者
）
に
よ
っ
て
も
侵
し
得
な
い
も
の
、

そ
れ
が
人
権
。
か
の
自
由
民
権
運
動
期
、
五
日
市
の

山
奥
で
青
年
た
ち
は
情
熱
と
理
知
と
を
傾
け
て
憲
法

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
自
民
党
改
憲
案
の
含
蓄

を
か
み
し
め
な
が
ら
、
憲
法
学
習
に
励
み
た
い
。

（
對
馬
労
）

◆
「
象
は
鼻
が
長
い
」
と
い
う
の
は
、
日
本
語
独
特

の
表
現
だ
そ
う
で
す
（
こ
の
表
現
を
解
説
し
た
同
題
の

研
究
書
が
あ
る
く
ら
い
）。「
象
の
鼻
は
長
い
」「
象
は

長
い
鼻
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
な
ら
、
欧
米
語

に
移
し
変
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
「
象
は
鼻
が
長

い
」
と
い
う
時
、
そ
の
意
味
は
「
象
に
つ
い
て
い
え

ば
、
そ
の
鼻
の
形
状
は
長
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

て
、
主
語
は
象
か
鼻
か
と
い
う
の
は
、
一
言
で
は
答

え
に
く
い
問
題
な
の
で
す
。

　

校
正
で
他
人
様
の
原
稿
を
読
ん
で
い
る
と
、
時
々

「
こ
の
文
の
主
語
は
何
だ
？
」
と
考
え
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
市
民
意
見
広
告
は
…
…
×
月
×

日
の
○
○
新
聞
に
掲
載
し
た
」。「
掲
載
し
た
」は「
掲

載
さ
れ
た
」
で
は
な
い
か
？　

い
や
、
主
語
は
「
わ

れ
わ
れ
」
？　

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
で
す
。「
今
回

の
市
民
意
見
広
告
は
、
デ
ザ
イ
ン
が
素
晴
ら
し
い
」

こ
の
文
章
の
主
語
は
何
で
し
ょ
う
？	

（
本
野
義
雄
）

◆
昨
年
末
以
来
、
ぼ
く
は
安
倍
政
権
の
巧
み
な
「
戦

略
」
を
切
歯
扼
腕
の
思
い
で
見
て
い
ま
す
。
大
衆
の

関
心
を
引
き
付
け
誘
導
す
る
た
め
の
耳
触
り
の
良
い

政
策
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
マ
ス
コ
ミ
が
飛
び
つ
き
そ
う

な
話
題
を
絶
え
ず
提
供
し
続
け
る
綿
密
に
仕
組
ま
れ

た
シ
ナ
リ
オ
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
時
間
軸
に
沿
っ

た
明
確
な
短
期
的
目
標
の
設
定
と
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
資
源
の
集
中
的
投
入
…
…
。
こ
れ

は
企
業
経
営
の
手
法
そ
の
も
の
で
す
。
小
泉
政
権
の

時
と
同
様
、
恐
ら
く
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
広
告
業
界
、

各
大
学
の
学
者
を
は
じ
め
、
政
官
財
界
か
ら
マ
ス
コ

ミ
ま
で
を
巻
き
込
ん
だ
相
当
の
広
が
り
と
数
の
ブ
レ

イ
ン
が
裏
方
と
し
て
日
夜
走
り
回
っ
て
い
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
安
倍
や
橋
下
に
喝
采
す
る
国
民
が
ア

ホ
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
の
運
動
が
旧

態
然
と
し
た
ま
ま
、「
戦
略
的
」
に
後
手
に
回
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ゴ
マ
メ
の
歯
ぎ
し

り
で
あ
っ
て
も
、
今
号
が
そ
の
反
撃
の
一
歩
に
な
れ

ば
良
い
の
で
す
が
…
…
。	

（
野
澤
信
一
／
今
号
担
当
）
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＊

【
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
】

☆
立
教
大
学
公
開
講
演
会
『
民
間
学
再
考
―
鶴
見
良
行
に

寄
せ
て
―
』
７
月
12
日
（
金
）
18
時
30
分
か
ら　
話
：
鹿

野
政
直
（
日
本
近
代
思
想
史
）　
場
所
：
立
教
大
学
池
袋

キ
ャ
ン
パ
ス
８
号
館
８
２
０
１
教
室
（
Ｊ
Ｒ
池
袋
駅
・
地

下
鉄
要
町
駅
下
車
）　
主
催
：
立
教
大
学
共
生
社
会
研
究
セ

ン
タ
ー　
問
合
せ　

03-3985-4457　
参
加
費
不
要
。


